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定年 退職 にあたって
一一一「何故?J rどうしてワJ
第2技術室 桜口義蹄
昭和 34年 4)Jに福井大学i二学部に附属繊維工業研究施設(略称 ，織研)が設置され、私は昭和4
0年 3月 15日に繊維物性部門に 「技術補佐員Jとして傑用され、同年4)j 1日に正式採用となり
ました。
昭和 55年4月に附属繊維・機能性材料研究施設(時体，材研)に改組し.平成冗年5月には材研
が改編・廃止されて、 工学部比、用物理学科に異動。その後、平成 11年4月に学部改組で物理工学
科となり、 平成 15年 10月福井大学と福井医科太学とが統合され、平成 16年4月組立行政法人
化に伴い f国立大学法人 福井大学j が発足し現庄に亙る。
e方、技術部組織は、平成4年4月に !福井大学伎術職員の組織等に関する基本方針jが学長裁
定され、 偏井大学技術部組織規程k技術部組織運営委員会規程が制定さました。ま士、文部省高I1令
第33号をうけて、平成 10年2月4日に 「福井丈学にお付る技術専門官及び技術専門職員に関す
る規程Jを制定し、「福井大学における技術専門宵及び筏術専門職員町選考基準に関する要項」が学
長裁定されました。その後、 平成 18年4月 1Rに福井大学工学部技術部に改組し現在に至る。
この間42年間に、研究部門及び派遣先研究室等で関わりを持った教官(員)は 11名になり ます。
A教官(昭和40年~昭和 58年>- B教官{昭和 42年~昭和43年).c教官(昭和 45年~昭和
46年).D教官(昭和47年~平成元年)、 E教官(昭和60年~平成元年)、 F教官{昭和 63年~平
成元年}、G教官(平成元年~平成9年). H教官{平成元年-)、 I教官(平成3年-)、 J教官(平成1
0年~平成 14年)、 K教官{平成 15年-)です。
入職当時は、教官の学fil.論文関係の測定実験やデータ整理等が主な業務でしたが、研究施設の主
情動である 「繊維Jに関する知織が皆無であった為に、 研究室のぜミに参加する傍ら教官の講義を
傍聴等したりしま した。同時に、産学協同を旨とする研究施設であったために、外部の産業界など
からの研究依頼や実験依頼の業務が度々加味される事もありました。また、毎年研究室に配属され
る卒論学生・ 修論学生等の実験の技術指導や、研究施設に専任の事務職員が居なかった為に、施設
全般の事務関係や研究室内の庶務 ・会計・教務関係の事務を行う傍ら教育面にも携わり を持つ犠に
なりましたU
今にして思えば、最初の教官から実験}j法や実験データーの幣理の仕方など研究活動の全般につ
いて、 常に 「何でJrどうしてj と云う問題意識を持って仕事をする様に指噂を受け、その後の研究
室内での教室系技術職員としての関わり方や耳ー えんーに随分影響を受けたように患います。
Jl:初の教官が退官することになり、後任に計算機シミュレーションを行う理諭系町教官が着{干し
たために、従来の実験某の筏術業務から計算機を用いた理論系の業務へと業務内容が一変しました。
計算機を用いたプロ グラ ミングの初歩から手探り状態で始め、理論計算を理解する為に文献のゼ ミ
等にも何の知識もない状態から参加し、計算機や理論のこ とで教官との揺がようやく理解できるよ
うになったときに、 また研究施設の改廃や学部改組が行われることになり 、旧応用理学教室の基礎
－98－
物理講座(放射線計測や実験を主とする物理計測の研究室)へ異動するこ とになりま Lた。
入職当時の特徴的な出来事は、 研究施設の建物構造上の問題(柱が無L、}で、当時、研究施設のI司
りでは建物新宮の工事が行われ、 H中は実験が出来ない為に実験は主に 17時過ぎかち行い、日中
は研究室内の業務や実験準備 ・データーの整理などを行っていました。
また、昭和43年頃から太ザ'紛争の嵐が吹き荒れ、昭和45年には正門封鎖や工学部 1号館の封
鎖がおき、当時、私が所属していた研究施設は、大学で唯 の産学協同を旨としていた研究施設の
為に 『悪の権化Iの悌な云われ方をしていました.現在の様に、国立大学が法人化され恒会貢献や
地域貢献、更には産官学連携を推進しよう としている風潮からは想像だに出来ない時代でした。
今 日まで42年間に 11名の教官(員)の方々と関わりを持ってきましたが、研究テーマやその対
象が違う以上に、それぞれの教官(員)のお々 の人生観や研究スタイルの遣いで、 期待される技術職
員としての関わり方や業務の遂行形態が違っており 教官(員)の右々の期待に充分に応えられなか
ったのではないかと反省をしているところです。
また、その様な中で研究室内で日常の技術業務を行ううちに、教室系技術職員として将来ミニ教
国やミニ研究者を志向すべきなのか計こ疑問を持つようになり、 「何故?J rどうして?J1:自問自答す
る綴になりました。
*はじめに r.{i亜Jありき
技術職員の現状に疑問を持ったころから、「何故 どうして」とばかりに、いろいろな資料を調べ
ていく 過程で、我々教室系筏術職員の職務規定が唆昧になっている ことが判りました。つまり人格
を持った f職j とLての規定が成されていない訳です。 このことから 「職鮮の確立Jとか「官職の
設定j という問題提起が成される様になり、 「奴隷解放の運動jが叫ばれ出しました。
* rとJ1: r Iこj あるいは 「のj について
大学 ・研究科・ 学部唱の使命・目的を達成する為に、 技術職員として関わりを持つ訳ですが、妓
術業務を行う際に教員とどの様な関係で日々の業務を遂行するのかは大変に重要です。自律的・創
造的に対等・平等のパートナーとしての関係で行うのか(教員と・・)、従属的・徒弟関係で行 うの
か(教員に・.)、又は、指導 ・指不を受けながら行うのか(教員の・.)ですが、技術職としての 「職J
の位置付けを行う際にk変に置要になります。
*スタッフ御IJ1:ライン市l
平成元年頃から技術職員の 「組織化j の議論が始まり、 技術業務を円滑に行う為の組織と Lてス
タッフ制が良いのかライン制が良いのか随分と議論をしました⑤ 平成4年当初はスタッフ制の全学
組織として技術部の組織化が行われましたが、平成 18年4月からは工学部のライン制の技術部組
織として改編されました。今後、「職の在り方」や「ビジョン」の方針が示されていく過程で、皆さ
ん方で充分吟味し結論をwしていって頂きたいと思います。
思い付くままに取り留めもないことを書きましたが、42年の議月はあっという問でした。この
問、技術部の皆さん};には大変お世話になりました.本当に厚〈御礼を申し上げます。
